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令和元年度 第３回札幌市入札・契約等審議委員会の審議概要 

 

１ 開催日時 

  令和元年 12 月９日（月） 15：00～17：00 

２ 開催場所 

  札幌市役所本庁舎 14 階 入札室 

３ 出席者 

⑴ 委員 

   高野委員長、阿部委員、遠藤委員、中川委員、武者委員 

⑵ 札幌市職員 

   財政局長、財政局管財部長、財政局工事管理室長、財政局契約管理課長、

財政局工事契約担当課長、財政局技術管理課長、財政局建築設備検査担当

課長、交通局総務課長、病院局経営企画課長 他８名 

４ 次第 

⑴ 開会 

⑵ 報告事項 

  工事等発注状況について（令和元年度 10 月末） 

⑶ 審議事項 

 ア 抽出工事等の決定・審議（設計業務型の入札結果について） 

 イ 地質調査への総合評価落札方式の導入について 

⑷ その他 

⑸ 閉会 

 

５ 審議概要 

⑴ 報告事項 

【委員】 下水道工種と舗装工種について、前年に比べて落札率が低下して

いるようだが、要因はなにか。 
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【札幌市】 発注案件の特質性等が要因で落札率が低下したと分析している。 

【委員】 落札率や発注時期について、消費税増税に伴う影響はあるのか。 

【札幌市】 新税率が適用となる工事については、工事費が増額となるが、

それ以外に特段の影響はない。工事等の発注等についても、計画的に実施

しており、消費税増税に伴い、発注時期を早めたりしゅん功を早めたりす

ることはしていない。 

【委員長】 新税率が適用となる工事はどの程度あるのか。 

【札幌市】 ４月１日以降に契約を締結する案件のほとんどは、新税率が適

用となっている。 

【委員】 元請・下請関係において、消費税増税分を上乗せして請求できて

いるのか。 

【札幌市】 お盆前と年末前に入札参加者宛てに啓発文書を送付しており、

当該文書の中で消費税の趣旨に沿って適正な消費税の支払いをするよう周

知している。 

 

⑵ 審議事項 

ア 抽出工事等の決定・審議（設計業務型の入札結果について） 

【委員】 業務成績点について、企業の評価と配置予定技術者の評価でそ

れぞれ評価しているが、重複しているのではないか。 

【札幌市】 企業の評価では、入札参加資格を満たす実績として提出され

た業務の成績点を評価対象としているが、配置予定技術者の評価では、

当該業務に配置する技術者の従事業務の成績点を評価対象としているこ

とから、必ずしも一致するわけではない。また、設計業務は、技術者の

力量によって品質が左右される面が大きいことから、配置予定技術者の

評価においても成績点を評価している。 

【委員】 市外の業者は、札幌市の受注実績がなく、成績点や表彰に関す

る項目で得点できていない状況にあるため、他の公共機関発注業務の実

績や表彰について、評価する方法を検討してみてはいかがか。 

【委員】 技術者が若手又は女性技術者で、かつ、継続教育（ＣＰＤ）を

取得していた場合、４点が加点され、技術や経験がない技術者を抱える
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企業でも受注できてしまう可能性がある。品質確保の観点からも評価項

目等については、発注案件の性質に応じて設定すべきである。 

【札幌市】 設計業務型については、８月２１日から試行実施していると

ころであり、今後は、発注件数を増やすとともに、頂いた意見を参考に

しながら評価項目等について検証していきたい。 

 

イ 地質調査への総合評価落札方式の導入について 

【委員長】 札幌市が発注する地質調査は、建物の地盤下を調査するよう

な規模の小さいものが多いが、トンネルやダム工事の地質調査は、土木

工事の際に実施しているのか。 

【札幌市】 土木工事の設計をする際に、地質調査も実施していることが

多い。 

【委員】 地質調査の入札に参加する業者は、地質調査を専業としている

ことが多いのか。 

【札幌市】 地質調査の入札に参加する業者で、地質調査を専業としてい

る業者はほとんどいない。多くの業者は、測量業務や設計業務の入札に

も参加している。 

【委員】 札幌市が発注する地質調査は、難易度が高いのか。 

【札幌市】 難易度はそれほど高くない。山中の地質調査のように、地層

が複雑に絡んでくるものについては、難易度が高い。 

【委員長】 受注件数の少ない業者を評価したり、一括審査方式を導入し

たりすることでくじ引きの発生は減ると思うがいかがか。 

【札幌市】 くじ引き対象者の母数は減るかもしれないが、くじ引き自体

は減らないと考えている。また、一括審査方式を導入する場合、開札日

を同一にする必要があるが、事業計画等を考慮すると、調整が困難であ

る。 

【委員長】 現状、地質調査に総合評価落札方式を導入するのは困難かも

しれないが、将来に向けて、成績点等の取組を継続する必要がある。 

【札幌市】 関係団体の意見も踏まえつつ、引き続き、状況を注視してい

きたいと考えている。 
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⑶ その他 

  ア （仮称）札幌市建設産業活性化プランにおける入札契約制度の取組等

について報告 

 イ 入札契約制度に関するアンケート調査の実施内容について報告 

 ウ 次回の抽出工事等の選定者を決定（武者委員） 

 


